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Ⅰ．は じ め に
少子化に伴う 18歳人口の減少や他大学の学
部新設が相次ぐ中，大学では独自の特色を鮮明
に打ち出すことが求められている。甲南女子大
学（以下，本学）においても例外ではなく，看
護リハビリテーション学部（以下，本学部）で
は，特に国際化と多職種協働に力を入れて変革
を進めている。
このような本学部の方針に伴い，Faculty De-
velopment（以下，FD）委員会では，平成 26年
度より InterProfessional Education /Work（以
下，IPE/IPW）に関わる教員研修を行ってき
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抄録：
【目的】本研究では，平成 27年度に実施した甲南女子大学看護リハビリテーション学部（以下，本学
部）の FD 研修が教員のコンピテンシーの向上に貢献できたかを評価した。
【方法】対象者は，平成 27年度の本学部の FD 研修（全 2回）に参加した本学部教員とした。評価は
独自に作成した研修の主観的評価と教員のコンピテンシーに関する評価項目についての自記式質問紙
調査とした。
【結果】研修の主観的評価では，9割以上の教員が自分の教育に役に立ったと答え，研修の満足度も
高かった。また，教員のコンピテンシーに関する評価では，8項目で FD 研修を重ねる毎に得点が高
くなる傾向がみられた。さらに，研修前後の経時的変化としては，研修前に比べて研修後に中央値，
最小・最大値が高くなる傾向があり，特に，「IPE を取り入れることで得られる社会の利益を認識し
ている」で有意に得点が上昇していた（p＝.002）。
【結論】FD 研修が教員のコンピテンシーの向上に役立った可能性が示唆された。
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た。FD は「教員が教授内容・方法を改善し，
向上させるための組織的な取り組みの総称」と
定義され，専門分野を素材に成り立つ学問の府
としての大学制度の理念・目的・役割を実現す
るために必要な教授団の資質改善および開発を
意味する（有本，2005）。また，FD の焦点の
一つは「学識論」の展開であり学問の統合の探
求であること，FD は大学教員個人の資質開発
を基礎とするが必然的に各教員個人を超えて教
授団としての取組みを必要とすることが指摘さ
れている（絹川ら，2006）。したがって，大学
教員は，個人の資質開発として，自身の教育力
を向上させながら，所属する学部の目的や役割
の変革に合わせて常に学問の統合への探求を行
う必要があると考えられる。
大学教員の自身の教育力を向上させるために
は，必然的に教員の能力が問われると言える。
近年，このような能力として Competency（以
下，コンピテンシー）という概念が注目されて
いる。コンピテンシーには様々な概念があると
されるが，加藤（2011）は，コンピテンシーを
「行動によって知覚される動機，自己効力感，
思考，スキル，知識などを含む総合的な能力の
概念」と定義している。また，千葉大学で行わ
れている亥鼻 IPE では，コンピテンシーを
「高い成果を生み出せる人の行動特性であり，
知識，技術，態度を含めた実践力」と定義し，
IPE のファシリテーションに必要な力であると
指摘している（酒井ら，2016）。さらに，コン
ピテンシーは設定した目標を達成するために，
これまでの経験を生かして環境の中で効果的に
適応していくこと，個人的な側面だけでなく社
会および物理的環境との相互作用の中で成長発
達していくとの指摘がある（小原ら，1997）。
したがって，コンピテンシーという概念から
FD 研修が大学教員の教育力の向上に貢献した
かを評価することは価値があると考えられる。
平成 26度の本学部 FD 委員会は，IPE/IPW
を理解することを目的に年 2回の研修会を実施
してきた。その結果，年度末には約 8割の教員
が IPE/IPW に高い関心を抱いたことが明らか
となった。しかし，平成 27年度に本学部では
新任教員が多く着任したため，IPE/IPW につい
て改めて教員間で共有していく必要性があるこ
と，また，平成 26年度行ったアンケートは
IPE/IPW を理解したかと IPE/IPW 教育に関わ
りたいと思うかという点に焦点をあてており，
本来の FD の目的である教員の教育力の向上に
どの程度貢献できたかについて明確にできなか
ったという課題が残された。このような課題か
ら，平成 27年度は，本学部の変革に合わせて
取り組んできた IPE/IPW について，新しく着
任した教員を含めすべての教員間で共有すると
ともに，平成 26年度の研修内容を基盤に IPE
の実践に向け教員の教育力が向上することを目
指した FD 研修を実施することとなった。
以上より，本研究では，平成 27年度に実施
した FD 研修が本学部教員のコンピテンシーの
向上に貢献できたかを評価することとした。
Ⅱ．研 究 方 法
1．研究デザイン
研究デザインは，1群の事前事後デザインと
した。
2．研究期間
研究期間は，平成 27年 6月から平成 28年 3
月であった。
3．研究対象者
研究対象者は，本学部に所属する教員とし
た。
4．研究方法および平成 27年度本学部 FD 研修
内容の概要
平成 27年度の本学部 FD 研修は，1回約 2
時間，全 2回（8月，3月）実施した。第 1回
は外部講師による講演とし，第 2回は第 1回の
アンケート結果を踏まえてグループディスカッ
ションを中心に実施した。
1）第 1回 FD 研修
第 1回の FD 研修のテーマは「IPE/IPW の学
部教育における実践に向けて～実践編～」と
し，他大学で IPE/IPW の導入と実践に携わり，
現在は病院において IPW の実践に取り組む経
験をもつ医師に講演いただいた。講義では，
IPE/IPW が患者中心の医療を可能にし患者の利
益につながること，また，IPE/IPW の継続には
コンフリクトの解消（Conflict Resolution）に向
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けて対立する意見に真摯に耳を傾ける姿勢が必
要であるという示唆を得た。
2）第 2回 FD 研修
第 2回の FD 研修のテーマは「現在実施して
いる合同科目を通して IPE/IPW について考え
る」とした。具体的には，まず，本学部の合同
科目について理解を深めるとともに，合同科目
担当者より今年度の取り組みについて紹介いた
だいた。その後，合同科目を実施している意義
や IPE につなげていくためにどのような工夫
ができるかについて，教員間でグループワーク
を行い，考えを共有した。
5．評価方法と内容
評価方法は，自記式質問紙評価とした。評価
内容は，属性と FD 研修の評価とした。
1）属性
属性は，以下の項目について第 1回 FD 研修
前に把握した。具体的には，性別，年代，所属
学科，教員としての経験年数とした。
2）FD 研修の評価
①研修の主観的評価
研修の主観的評価は，研修会の内容が自分の
教育に役に立ったかについて，「とても役に立
った」から「全く役に立たなかった」の 4件法
で，同様に，研修会の満足度について，「とて
も満足した」から「全く満足しなかった」の 4
件法で，第 1回および第 2回研修後に把握し
た。
②教員のコンピテンシーに関する評価
教員のコンピテンシーに関する評価は，第 1
回 FD 研修前，研修後，第 2回 FD 研修後の計
3回実施した。評価項目は，千葉大学の亥鼻
IPE で定義されているコンピテンシーおよび加
藤（2011）の概念，斉藤（2014）の先行研究
を参考に独自に作成した。特に，IPE/IPW に関
わる項目として，千葉大学の亥鼻 IPE のコン
ピテンシーの定義で用いられている【知識】
【技術】【態度】，加藤のコンピテンシーの定義
で用いられている【自己効力感】が質問の要素
として含まれるようにした。また，斉藤の先行
研究で指摘された，職場で求められているコン
ピテンシーであるが現状習得できていないもし
くは達成できていない項目として挙げられてい
た内容や本学部の方針の変革に対応するという
内容が含まれるようにした。具体的には，【知
識】として，「1．多職種役割と専門性を理解し
ている」「2．IPE/IPW の重要性を理解してい
る」「3．IPE を大学教育に取り入れることで得
られる学生の利益を認識している」の 3項目，
【態度】として，「4．IPE/IPW の理念・考え方
を自分の教育の中に活用する意欲がある」「5．
IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育に取り入
れる意欲がある」「6．IPE の中で与えられた役
割に積極的に関わる意欲がある」の 3項目，
【自己効力感】として，「7．IPE/IPW の理念・
考え方を自分の教育の中に活用する自信があ
る」の 1項目を設定した。また，職場で求めら
れているコンピテンシーであるが現状習得でき
ていないもしくは達成できていないと認識され
ている項目から，「8．社会やニーズの変化を察
知し物事を変革しようとしている」「9．他者に
方向性を示し目標実現のために巻き込んでい
る」「10．教員および研究者としてのプロ意識
を持ち質の高い仕事をしようとしている」の 3
つの質問項目を設定した。これら 8, 10は【態
度】が，9は【技術】に含まれると考えた。
以上の項目は，自分にあてはまるかどうかに
ついて「0点：全くない」から「6点：非常に
ある」の 7件法で評価した。
6．分析方法
研修の主観的評価は単純集計で示すこととし
た。また，教員のコンピテンシーに関する評価
は平均得点を示すとともに，個人の経時的な変
化を追うために，研修前と第 1回研修後，研修
前と第 2回研修後の得点の変化を対応のあるノ
ンパラメトリック検定である Wilcoxon の符号
付順位和検定で検証した。なお，統計ソフトに
は，SAS version 9.4を使用した。
Ⅲ．倫理的配慮
対象者には，無記名であること，調査で知り
得た対象者の情報をまとめたものは研究目的で
使用することはないことを文書に明記し，第 1
回 FD 研修開始前に文書を用いて口頭で説明し
た。また，この調査への協力は自由でありいつ
でも辞退することができること，それにより対
象者が職務上およびその他で不利益を被ること
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が一切ないことについて同様に説明した。さら
に，調査の回答をもって研究に同意したとみな
すこととし，その旨を文書および口頭で説明し
た。
また，経時的な個人の変化を評価するため
に，対象者には自身で考えたパスワードを記入
してもらうことし，その旨についても文書およ
び口頭で説明した。第 1回 FD 研修会開始前の
アンケート実施時には，研究者で事前に ID を
記入しておき対象者にランダムにアンケート調
査票を配布した。その上で，対象者には ID と
自身で考えたパスワードを記入してもらい，
ID とパスワードをメモとして残すよう依頼し
た。第 1回 FD 研修会後および第 2回 FD 研修
会後には，メモを参照に自身で考えたパスワー
ドを記入してもらうように依頼した。パスワー
ドを忘れた場合は，第 1回 FD 研修前に実施し
たアンケート後に研究者が ID とパスワードを
記したリストを作成しておいたものを，対象者
に直接確認し記入してもらうようにした。ID
とパスワードの照合リストは鍵のかかる場所で
保管し，研究終了後から 5年間経過するまでは
厳重に保管することとした。なお，ID および
パスワードの記載は任意とした。
以上について，甲南女子大学研究倫理委員会
の承認を得て実施した。
Ⅳ．結 果
研修前の調査票提出者は 29人，第 1回研修
後の提出者は 35人（研修参加者 47人，回収率
74.5％），第 2回研修後の提出者は 38人（研修
参加者 46人，回収率 82.6％）であった。
1．研修の主観的評価
研修の主観的評価の結果を表 1および表 2に
示す。
「今回の研修が自分の教育に役立ったか」と
いう設問は，第 1回では 9割以上の教員が，第
2回では回答した全教員が自分の教育に役に立
表 1 今回の研修が自分の教育に役立ったか
設問
人数（％）
第 1回
（n＝35）
第 2回
（n＝38）
とても役に立った 15（42.8） 28（73.7）
まあまあ役に立った 17（48.5） 10（26.3）
あまり役に立たなかった 3（8.5） 0
全く役に立たなかった 0 0
表 2 今回の研修内容に満足したか
設問
人数（％）
第 1回
（n＝35）
第 2回
（n＝38）
とても満足した 13（37.1） 24（63.2）
まあまあ満足した 18（51.4） 14（36.8）
あまり満足できなかった 4（11.4） 0
全く満足できなかった 0 0
表 3 研修に参加した全教員のコンピテンシーに関する項目の得点の変化
設問
平均点
研修前
（n＝29）
第 1回
研修後
（n＝35）
第 2回
研修後
（n＝38）
1．多職種役割と専門性を理解している 5.4 5.4 5.4
2．IPE/IPW の重要性を理解している 5.5 5.6 6.0
3．IPE を大学教育に取り入れることで得られる学生の利益を認識している 5.5 5.5 6.2
4．IPE を取り入れることで得られる社会の利益を認識している 5.3 5.3 6.1
5．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する意欲がある 5.4 5.5 5.9
6．IPE の中で与えられた役割に積極的に関わる意欲がある 5.3 5.5 5.8
7．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する自信がある 4.6 4.7 5.2
8．社会やニーズの変化を察知し物事を変革しようとしている 5.1 5.1 5.4
9．他者に方向性を示し，目標実現のために巻き込んでいる 4.3 4.6 4.8
10．教員および研究者としてのプロ意識を持ち質の高い仕事をしようとしている 5.4 5.6 5.5
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ったと回答した。同様に，研修の満足度は，第
1回では 9割弱の教員が，第 2回では回答した
全教員が満足したと回答した。
2．教員のコンピテンシーに関する評価
1）研修に参加した全教員の変化
研修に参加した全教員のコンピテンシーに関
する平均得点の変化を表 3に示す。研修前，第
1回研修後，第 2回研修後の得点を比較すると
「1．多職種役割と専門性を理解している」と
「10．教員および研究者としてのプロ意識を持
ち質の高い仕事をしようとしている」において
は 3時点での変化はあまりみられなかったが，
それ以外の項目では，FD 研修を重ねる毎に得
点が高くなる傾向がみられた。
2）ID が特定できた教員の変化
研修前，第 1回研修後，第 2回研修後のすべ
ての調査に協力を得られた教員のうち，ID が
特定できた者は 13人であった。
この 13人（100％）の特性は，性別では男性
が 2人（15.4％），女性が 11人（84.6％），年代
では 20歳代が 1人（7.7％），30歳代が 3人
（23.1％），40歳代が 6人（46.2％），50歳代が
3人（23.1％），平均教員経験年数は 7.9±5.4年
であった。
この 13人のコンピテンシーに関する評価の
結果を表 4に示す。全体の傾向として，得点の
中央値が 4～5点と高い得点であり，研修前後
で大きな変化はなかったが，研修前と比べると
研修後で得点の最小値や最大値が高い傾向がみ
られた。特に，「3．IPE を大学教育に取り入れ
ることで得られる学生の利益を認識している」
では，研修前の得点の 4（範囲：2-5）点に対
し，第 1回研修後には 5（範囲：4-5）点，第 2
回研修後には 5（範囲：4-6）点と有意に得点
が上昇した。同様に，「4．IPE を取り入れるこ
とで得られる社会の利益を認識している」で
は，研修前の得点の 4（範囲：2-5）点に対し，
第 2回研修後には 5（範囲：3-6）点に有意に
得点が上昇していた（p＝.002）。
Ⅴ．考 察
本研究の特徴は，平成 27年度の本学部にお
ける FD 研修が教員のコンピテンシーの変化に
貢献できたかについて対象者の主観的および客
観的指標を用いて評価したことである。
対象者の主観的評価においては，8割以上の
教員が平成 27年度の FD 研修に満足し，自分
の教育に役立つと答えていた。また，教員のコ
ンピテンシーに関する評価においても，8割以
上の項目で研修前に比べて研修後に高い得点を
表 4 ID が特定できた教員のコンピテンシーに関する項目の得点の変化
n＝13
設問
平均点（範囲）
検定結果※1
研修前 第 1回研修後
第 2回
研修後
1．多職種役割と専門性を理解している 4（4-5） 4（4-5） 4（4-6）
2．IPE/IPW の重要性を理解している 5（3-5） 5（4-6） 5（4-6）
3．IPE を大学教育に取り入れることで得られる学生の利益を認識し
ている
4（2-5） 5（4-5） 5（4-6）
研修前＜第 1回研修後*
＜第 2回研修後**
4．IPE を取り入れることで得られる社会の利益を認識している 4（2-5） 5（3-5） 5（3-6）研修前＜第 2回研修後**
5．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する意欲がある 4（4-6） 5（3-6） 5（4-6）
6．IPE の中で与えられた役割に積極的に関わる意欲がある 4（3-5） 5（4-6） 5（4-6）
7．IPE/IPW の理念・考え方を自分の教育の中に活用する自信がある 4（1-5） 4（2-5） 4（3-6）
8．社会やニーズの変化を察知し物事を変革しようとしている 4（3-5） 4（3-6） 4（3-6）
9．他者に方向性を示し，目標実現のために巻き込んでいる 4（1-5） 4（1-6） 5（2-6）
10．教員および研究者としてのプロ意識を持ち質の高い仕事をしよう
としている
4（3-5） 5（4-6） 5（3-6）
※1Wilcoxon の符号付順位検定，**p＜.01, *p＜.05
丸尾智実 他：Inter Professional Education の実践に向けた平成 27年度 FD 研修の評価 ２３
示していた。特に，IPE を大学教育に取り入れ
ることで得られる学生や社会の利益の認識に関
する項目で高い得点の伸び率を示していた。こ
れらは，第 1回 FD 研修で，大学での IPE が
臨床でどのように活かされているかについて具
体的に知ることができ，学生が真の多職種連携
を実践できる専門職となることの効果を教員が
実感できたこと，患者中心の医療の提供につな
がるという IPE/IPW の目的と効果が明確に教
員に浸透したことが考えられた。
先行研究では，授業改善が必要なことは分か
っても具体的方法や戦略を得るに至っていない
場合には，教員集団として課題を広く共有しよ
り良い教授法の浸透を図ることの重要性を指摘
している（鍛治谷ら，2016）。本学部における
平成 27年度の FD 研修では，第 1回の講義，
第 2回の教員間で教授方法の共有を図るといっ
た段階を踏みながら研修内容を組み立てること
ができたと評価することができる。しかし，先
行研究（斉藤，2014）において，他者に方向性
を示し巻き込んでいくといったコンピテンシー
が現状では習得できていないと指摘されている
のと同様に，本学部教員においても他の項目と
比べると低い結果であった。したがって，今後
は教員が主体的に FD に取り組めるような工夫
が必要であると考えられた。具体的には，本学
部の理念とどのような学生を育てたいかという
各教員の考えについて話し合う機会を持つな
ど，知識，態度，技術，自己効力感といった教
員のコンピテンシーを高めながら，これまで以
上に教員の主体的な取り組みとリーダーシップ
の発揮を促進するような FD を検討していく必
要があると考えられた。
本研究の限界として，まず，FD 研修の評価
を対象者の自記式質問紙による回答で評価した
ことである。特に，評価尺度については，先行
研究を参考に独自に作成したものであり，評価
尺度の妥当性については十分に検討できていな
いことがあげられる。また，平成 27年度の
FD 研修は，学科別でも行われている。特に理
学療法学科では，第 1回の学部 FD 研修の講師
から別途講義を受け，ワールドカフェ方式で
IPE への理解を深めたという背景があった。し
たがって，本研究の成果は，平成 27年度の学
部 FD 研修のみの効果ではなく，その他の影響
を受けていると考えられる。さらに，個人の経
時的変化を捉えるといった点では，3割程度の
協力しか得ることができなかった。研究方法を
見直しながら教員の負担にならない方法で，か
つ FD 研修が教員の教育力の向上に寄与してい
るのかを継続して評価していく必要性があると
考えられた。
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